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児
玉
中
央
公
民
館（
セ
ル
デ
ィ
）

　
　
　
　
　

   

☎
�
８
８
５
１

◆
第
11
回
こ
だ
ま
芸
術
文
化
の

つ
ど
い
の
出
演
団
体
を
募
集

　
地
域
や
サ
ー
ク
ル
な
ど
で
の

日
頃
の
活
動
の
成
果
を
発
表
し

ま
せ
ん
か
。
み
な
さ
ん
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
程　
３
月
３
日
㈯
・
４
日
㈰

　
（
芸
能
部
門
は
４
日
の
み
）

会
場　
セ
ル
デ
ィ

参
加
対
象　
市
内
で
文
化
活
動

　
を
し
て
い
る
団
体

内
容　
展
示
・
芸
能
発
表

※
開
催
前
に
全
体
会
議
を
２
回

程
度
予
定
し
て
い
ま
す
。

費
用　
参
加
費
用
が
必
要
で
す
。

　
詳
細
は
、
実
行
委
員
会
で
検

　
討
の
う
え
、
決
定
し
ま
す
。

申
込　
各
公
民
館
及
び
は
に
ぽ

　
ん
プ
ラ
ザ
で
配
布
し
て
い
る

　
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を

　
記
入
の
う
え
、
10
月
31
日
㈫

　
午
後
５
時
ま
で
に
セ
ル
デ
ィ

　
へ
提
出
（
締
切
厳
守
）　
　

◆
自
分
で
作
る
ア
ロ
マ
ス
キ
ン

ケ
ア
教
室

日
時　
11
月
２
日
㈭　
午
前
10

　
時
～
正
午

講
師　
内
田　
貴
美
子　
先
生

内
容　
保
湿
力
が
高
く
近
年
人

　
気
の
ア
ル
ガ
ン
オ
イ
ル
で
、

　
顔
に
も
使
え
る
ふ
わ
ふ
わ
ク

　
リ
ー
ム
を
作
る

定
員　
８
名
（
先
着
順
）

※
お
子
さ
ん
の
同
伴
可
で
す
。

費
用　
１
、
０
０
０
円

用
意　
筆
記
用
具
、
手
拭
き
用

　
タ
オ
ル

申
込　
10
月
16
日
㈪
か
ら
電
話

　
又
は
直
接
公
民
館
へ

◆
あ
な
た
に
も
で
き
る
！

は
じ
め
て
の
デ
ッ
サ
ン
教
室

日
時　
11
月
18
日
か
ら
12
月
９

　
日
ま
で
の
毎
週
土
曜
日　
全

　
４
回　
午
後
２
時
～
４
時

講
師　
菅
野　
公
夫　
先
生　

　
（
本
庄
第
一
高
校
美
術
部
元

　
顧
問
）

内
容　
静
物
デ
ッ
サ
ン
の
基
礎

　
を
学
ぶ

定
員　
20
名
（
先
着
順
）

費
用　
５
０
０
円
（
材
料
代
）

用
意　
鉛
筆
（
２
Ｈ
・
Ｈ
Ｂ
・

　
２
Ｂ
の
３
種
類
）
、
ね
り
消

　
し
ゴ
ム

申
込　
10
月
23
日
㈪
か
ら
電
話

　
又
は
直
接
公
民
館
へ

◆
月
釜
茶
会

　
お
茶
会
の
雰
囲
気
を
味
わ
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。
毎
月
第
２
日

曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

※
１
月
と
８
月
は
お
休
み
。

日
時　
10
月
８
日
㈰　
午
後
１

　
時
～
４
時

費
用　
５
０
０
円
（
茶
・
菓
子

　
代
）

※
申
込
不
要
で
す
。
直
接
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

児
玉
公
民
館
（
ア
ス
ピ
ア
こ
だ

ま
内
）　
　
　
☎
�
４
７
８
９

◆
パ
ン
作
り
教
室

日
時　
10
月
27
日
㈮　
午
前
９

　
時
30
分
～
午
後
１
時

講
師　
戸
谷　
京
子　
先
生

定
員　
14
名
（
先
着
順
）

費
用　
１
、
０
０
０
円
（
材
料

　
代
）

用
意　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

　
手
拭
き
用
タ
オ
ル

申
込　
10
月
11
日
㈬
か
ら
電
話

　
又
は
直
接
公
民
館
へ
（
月
・

　
木
・
日
は
連
絡
不
可
）

本
庄
公
民
館　
☎
�
７
３
８
３

◆
自
力
整
体
教
室

日
時　
10
月
30
日
㈪
・
11
月
６

　
日
㈪　
全
２
回　
午
後
１
時

　
30
分
～
３
時

講
師　
山
口　
る
み　
先
生

内
容　
体
操
と
ス
ト
レ
ッ
チ
を

　
通
じ
て
自
分
で
で
き
る
整
体

　
方
法
を
学
ぶ

定
員　
20
名
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用
意　
運
動
す
る
服
装
、
ヨ
ガ

　
マ
ッ
ト
（
バ
ス
タ
オ
ル
で
代

　
用
可
）、
手
拭
き
用
タ
オ
ル
、

　
飲
み
物　

申
込　
10
月
18
日
㈬
か
ら
電
話

　
又
は
直
接
公
民
館
へ
（
土
・

　
日
は
連
絡
不
可
）

◆
初
心
者
短
歌
教
室

日
時　
11
月
９
日
か
ら
12
月
７

　
日
ま
で
の
毎
週
木
曜
日
（
11

　
月
23
日
を
除
く
）
全
４
回　

　
午
前
10
時
～
正
午

講
師　
福
井　
東
胡　
先
生

定
員　
20
名
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用
意　
筆
記
用
具

申
込　
10
月
17
日
㈫
か
ら
電
話

　
又
は
直
接
公
民
館
へ
（
土
・

　
日
は
連
絡
不
可
）

◆
ワ
ー
ドス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座

日
時　
11
月
20
日
か
ら
12
月
18

　
日
ま
で
の
毎
週
月
曜
日　
全

　
５
回　
午
前
９
時
～
正
午

場
所　
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ
３
階

　
Ｉ
Ｔ
活
動
室

講
師　
南　
徳
美　
先
生

内
容　
ワ
ー
ド
で
オ
リ
ジ
ナ
ル

　
の
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
や
年

　
賀
状
を
作
る

定
員　
20
名
（
先
着
順
）

費
用　
３
、
０
０
０
円

用
意　
筆
記
用
具

申
込　
10
月
24
日
㈫
か
ら
電
話

　
又
は
直
接
公
民
館
へ
（
土
・

　
日
は
連
絡
不
可
）

◆
エ
ク
セ
ル

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座

日
時　
11
月
20
日
か
ら
12
月
18

　
日
ま
で
の
毎
週
月
曜
日　
全

　
５
回　
午
後
１
時
～
４
時

場
所　
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ
３
階

　
Ｉ
Ｔ
活
動
室

講
師　
南　
徳
美　
先
生

内
容　
エ
ク
セ
ル
で
オ
リ
ジ
ナ

　
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
る

定
員　
20
名
（
先
着
順
）

費
用　
３
、
０
０
０
円

用
意　
筆
記
用
具

申
込　
10
月
24
日
㈫
か
ら
電
話

　
又
は
直
接
公
民
館
へ
（
土
・

　
日
は
連
絡
不
可
）

仁
手
公
民
館　
☎
�
３
５
３
８

◆
楽
し
い
絵
手
紙
教
室

日
時　
11
月
４
日
か
ら
18
日
ま

　
で
の
毎
週
土
曜
日　
全
３
回

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

講
師　
前
田　
京
子　
先
生

内
容　
一
足
早
い
心
の
こ
も
っ

　
た
年
賀
状
作
り
。
来
年
の
干

　
支
や
正
月
に
ふ
さ
わ
し
い
絵

　
の
書
き
方
を
学
ぶ

定
員　
15
名
（
先
着
順
）

費
用　
１
、
０
０
０
円
（
材
料

　
費
）

用
意  

筆
（
中
、
小
）
、
水
彩

　
絵
の
具
、
タ
オ
ル
、
筆
洗
い
、

　
書
道
用
下
敷
き
、
小
皿
２
枚

　
（
10
㎝
位
の
丸
い
陶
器
）

申
込　
10
月
16
日
㈪
か
ら
電
話

　
で
公
民
館
へ
（
水
・
土
・
日

　
は
連
絡
不
可
）

本
庄
東
公
民
館
☎
�
３
４
０
４

◆
飾
り
巻
き
寿
司
教
室

日
時　
10
月
27
日
㈮　
午
前
９

　
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

講
師　
市
食
生
活
改
善
推
進
員

内
容　
季
節
の
飾
り
巻
き
寿
司

　
の
作
り
方
を
学
ぶ

定
員　
12
名
（
先
着
順
）

費
用　
６
０
０
円
（
教
材
費
）

用
意　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

　
手
拭
き
用
タ
オ
ル
、
持
ち
帰

　
り
容
器

申
込　
10
月
９
日
㈷
か
ら
電
話

　
又
は
直
接
公
民
館
へ
（
木
・

　
土
・
日
は
連
絡
不
可
）

◆
麹こ

う
じ教
室

日
時　
10
月
27
日
㈮　
午
後
１

　
時
30
分
～
３
時

講
師　
中
澤　
弘
子　
先
生

　
（
発
酵
マ
イ
ス
タ
ー
）

内
容　
各
種
麹
を
使
用
し
て
醤

　
油
の
元
祖
で
万
能
調
味
料
で

　
あ
る
「
醤ひ

し
お」
を
仕
込
み
、
更

　
に
「
麹
を
使
っ
た
漬
物
」
も

　
仕
込
み
、
持
ち
帰
る

定
員　
12
名
（
先
着
順
）

費
用　
１
、
０
０
０
円
（
教
材

　
費
）

用
意　
筆
記
用
具
、
エ
プ
ロ
ン
、

　
三
角
巾
、
手
拭
き
用
タ
オ
ル
、

　
手
提
げ
袋

申
込　
10
月
９
日
㈷
か
ら
電
話

　
又
は
直
接
公
民
館
へ
（
木
・

　
土
・
日
は
連
絡
不
可
）

◆
秋
の
ベ
ネ
チ
ア
ン

ガ
ラ
ス
ア
ー
ト
教
室

日
時　
11
月
11
日
㈯　
午
前
９

　
時
30
分
～
正
午

講
師　
大
類　
敏
美　
先
生

　
（
ガ
ラ
ス
フ
ュ
ー
ジ
ン
グ
イ

　
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

内
容  

ベ
ネ
チ
ア
ン
ガ
ラ
ス
を

　
使
っ
て
多
用
途
に
活
用
で
き

　
る
素
敵
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
兜か

ぶ
とピ

　
ン
ブ
ロ
ー
チ
を
作
る

定
員　
10
名
（
先
着
順
）

費
用　
１
、
３
０
０
円
（
教
材

　
費
）

用
意　
ピ
ン
セ
ッ
ト

申
込　
10
月
11
日
㈬
か
ら
電
話

　
又
は
直
接
公
民
館
へ
（
木
・

　
土
・
日
は
連
絡
不
可
）

本
庄
西
公
民
館
☎
�
８
７
８
６

◆
茶
道
入
門
教
室　
　
　
　
　

日
時　
11
月
21
日
㈫
・
28
日
㈫

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

講
師　
笠
木　
宗
秀　
先
生　

　
（
江
戸
千
家
）、
助
手　
赤
沼

　
美
智
子　
先
生

内
容　
日
常
生
活
の
慌
た
だ
し

　
さ
か
ら
離
れ
、
ゆ
っ
た
り
と

　
し
た
心
で
、
伝
統
文
化
に
触

　
れ
て
み
ま
せ
ん
か

定
員　
10
名
（
先
着
順
）

費
用　
１
、０
０
０
円
（
抹
茶・

　
菓
子
・
懐
紙
等
）

用
意　
白
の
靴
下

申
込　
10
月
12
日
㈭
か
ら
電
話

　

又
は
直
接
公
民
館
へ
（
月
・

　
土
・
日
は
連
絡
不
可
）

◆
「
干
支
の
年
賀
状
」

絵
手
紙
教
室

日
時　
11
月
24
日
㈮　
午
後
２

　
時
～
４
時

講
師　
中
野　
幸
恵　
先
生

内
容　
歯
ブ
ラ
シ
で
描
く
「
ト

　
イ
プ
ー
ド
ル
」
、
簡
単
で
す

　
よ
！

定
員　
15
名
（
先
着
順
）

用
意　
筆
洗
い
容
器
、
鉛
筆
消

　
し
ゴ
ム
、
ピ
ン
セ
ッ
ト

料
金　
５
０
０
円

申
込　
10
月
17
日
㈫
か
ら
電
話

　
又
は
直
接
公
民
館
へ
（
月
・

　
土
・
日
は
連
絡
不
可
）

◆
コ
ー
ヒ
ー
と
ス
イ
ー
ツ
教
室

日
時　
11
月
25
日
㈯　
午
後
１

　
時
30
分
～
３
時
30
分

講
師　
齊
藤　
幸
雄　
先
生

　
（
埼
玉
県
調
理
師
専
門
学
校
）

内
容　
プ
ロ
の
バ
リ
ス
タ
か
ら

　
美
味
し
い
コ
ー
ヒ
ー
の
落
と

　
し
方
と
ス
イ
ー
ツ
を
学
ぶ

定
員　
15
名
（
先
着
順
）

費
用　
５
０
０
円
（
コ
ー
ヒ
ー

　
豆
・
フ
ィ
ル
タ
ー
・
ス
イ
ー

　
ツ
等
）

申
込　
10
月
19
日
㈭
か
ら
電
話

　
又
は
直
接
公
民
館
へ
（
月
・

　
土
・
日
は
連
絡
不
可
）

本
庄
南
公
民
館
☎
�
８
７
８
５

◆
本
庄
南
公
民
館
ク
ラ
ブ
活
動

発
表
会

日
時　
10
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰

　
午
前
９
時
～
午
後
８
時
（
22

　
日
は
午
後
２
時
ま
で
）

内
容

○
実
演
発
表　
筝こ

と

演
奏
、
お
茶
、

　
新
日
本
舞
踊
、
カ
ラ
オ
ケ
、

　
合
唱
、
着
物
着
付
け

○
作
品
展
示　
木
目
込
み
人
形
、

　
篆
刻
、
陶
芸
、
絵
手
紙
、
水

　
彩
画
、
ち
ぎ
り
絵
、
編
み
物

○
文
書
発
表　
料
理
、
卓
球
、

　
社
交
ダ
ン
ス
、
ヨ
ー
ガ
、
囲

　
碁
な
ど

※
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
も
あ
り

ま
す
。

◆
♪
カ
ラ
オ
ケ
無
料
講
座
♪

　
初
心
者
の
方
歓
迎
で
す
。
楽

し
く
歌
い
ま
し
ょ
う
。

日
時　
11
月
17
日
㈮・24
日
㈮・

　
12
月
１
日
㈮　
全
３
回　
午

　
前
10
時
～
正
午

講
師　
武
藤　
久
子　
先
生

定
員　
20
名
（
先
着
順
）

用
意　
筆
記
用
具

申
込　
10
月
９
日
㈷
か
ら
電
話

　
又
は
直
接
公
民
館
へ
（
木
・

　
土
・
日
は
連
絡
不
可
）

日時・内容
○作品展示
10月21日㈯　午前９時～午後５時
　　22日㈰　午前９時～午後４時
短歌、俳句、万葉集、絵画、書道、盆栽、
古美術、美術刀剣、写真、手芸、演劇
○舞台発表
10月22日㈰　午前10時～午後３時
民踊、郷土芸能、民謡、日舞、ダンス
○記念式典
10月22日㈰　午前11時30分～正午
※実演を 21 日は囲碁・茶道、22 日は将棋・
茶道を行います。
会場　本庄市民文化会館　
費用　無料
★本庄市文化団体連合会事務局
　（本庄公民館内）☎�７３８３　

本庄市文化団体連合会
第11回文化祭


